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予
算
額
に
対
し
て
五
四
・

四
％
、
二
九
億
七
、
四
八
九
万
三

千
円
が
既
に
収
入
と
し
て
入
っ
て

七
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
町
税
は
、
全
期
前
納
制
度

の
活
用
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、

五
・
七
％
、
一
億
五
、
一
八
八
万

三
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
資
金
運
用
の
健
全
化
の

た
め
に
も
更
に
制
度
の
推
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
町

債
で
収
入
済
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
事
業
の
完
了
が
下
期
に

集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

予
算
額
に
対
し
て
、
三
二
・

八
％
、
一
七
億
九
、
六
二
六
万
九

千
円
が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
土

木
費
及
び
消
防
費
で
特
に
支
出
済

率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

原
因
と
し
て
消
防
費
は
坂
出
市
へ

の
消
防
事
業
の
委
託
金
の
支
払
い

が
下
半
期
に
な
る
た
め
で
あ
り
、

土
木
費
は
、
事
業
の
完
了
が
下
期

に
集
中
す
る
た
め
で
す
。

今
年
度
の
主
要
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
ハ
ー
ド
事
業
〕

・
中
学
校
体
育
館
建
設
事
（
七
月

着
工
翌
年
三
月
完
成
予
定
）

・
防
潮
堤
整
備
事
業
（
七
月
着
工

翌
年
二
月
完
成
予
定
）

〔
ソ
フ
ト
事
業
〕

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
者
選
定
支
援
作
業
委
託
（
五

月
着
手
翌
年
三
月
完
了
予
定
）

・
つ
ど
い
の
広
場
事
業
（
四
月
か

ら
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
週
三

回
実
施
中
）

・
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
（
四
月

か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
訪
問
活

動
を
実
施
）

ま
た
、
四
つ
の
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
の
上
半
期
の
執
行
状

況
は
左
記
の
表
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

昨
年
と
比
較
し
て
率
で
一
・

一
％
、
額
で
一
億
三
、
八
六
五
万

2
�問い合わせ先 町税務課　�49－8004今月の町税納期　●住民税（第4期分） ●国民健康保険税（第6期分） 納期限12月26日

［歳　出］� （単位：千円）�

　　科　　目�
１．議会費�
２．総務費�
３．民生費�
４．衛生費�
５．労働費�
６．農林水産業費�
７．商工費�
８．土木費�
９．消防費�
10．教育費�
11．災害復旧費�
12．公債費�
13．諸支出金�
14．予備費�
歳出合計�

予算現額�
87,374�
560,008�
1,523,906�
427,505�
15,075�
60,413�
116,747�
921,465�
167,980�
1,092,357�
1,300�

488,096�
3,740�
5,353�

5,471,319

支出済額�
41,383�
247,027�
508,702�
187,353�
15,075�
21,923�
53,256�
135,805�
4,353�

344,201�
0�

235,321�
1,870�
0�

1,796,269

支出済率�
47.4％�
44.1％�
33.4％�
43.8％�
100.0％�
36.3％�
45.6％�
14.7％�
2.6％�
31.5％�

0�
48.2％�
50.0％�
0.0％�
32.8％�

●
歳
出

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
平
成
十
七
年
度
上
半
期
に
お
け
る

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
運
営
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
年
二
回
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
九
月
末
で
、
五
四
億
七
、
一
三

一
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
と
比
較
し
て
一
億
七
、
二
九

二
万
八
千
円
、
三
・
二
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
に
、
中
学
校
体

育
館
建
設
費
と
し
て
、
五
億
五
千
九
百
万
を
計
上
し
た
こ
と
が
要
因
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

平成17年度上半期一般会計歳入・歳出予算執行状況�

［歳　入］� （単位：千円）�

　　　　　科　　目�
１．町税�
２．地方譲与税�
３．利子割交付金�
４．配当割交付金�
５．株式譲渡所得割交付金�
６．地方消費税交付金�
７．自動車取得税交付金�
８．地方特例交付金�
９．地方交付税�
10．交通安全対策特別交付金�
11．分担金及負担金�
12．使用料及手数料�
13．国庫支出金�
14．県支出金�
15．財産収入�
16．寄付金�
17．繰入金�
18．繰越金�
19．諸収入�
20．町債�
歳入合計�

予算現額�
2,678,231�
117,000�
10,000�
2,000�
10�

175,000�
33,000�
65,000�
350,000�
5,000�
82,363�
144,363�
368,077�
275,170�
8,747�
100�

466,000�
59,149�
77,109�
555,000�
5,471,319

収入済額�
2,039,053�
47,045�
7,615�
2,707�
10�

101,454�
11,602�
75,544�
203,194�

0�
43,047�
66,052�
31,418�
37,900�
1,227�
380�
0�

288,157�
18,488�

0�
2,974,893

収入済率�
76.1％�
40.2％�
76.2％�
135.4％�
100.0％�
58.0％�
35.2％�
116.2％�
58.1％�
0.0％�
52.3％�
45.8％�
8.5％�
13.8％�
14.0％�
380.0％�
0.0％�

487.2％�
24.0％�
0.0％�
54.4％�

特別会計執行状況�
（単位：千円）� （単位：千円）�

会　　計　　名�
国民健康保険特別会計執行状況�
老人保健特別会計執行状況�
介護保険特別会計執行状況�
下水道事業特別会計執行状況�

歳入予算現額�
1,057,800�
1,256,800�
753,136�
961,587

収入済額�
557,100�
538,708�
270,946�
192,785

収入済率� 歳出予算現額� 支出済額� 支出済率�
52.7％�
42.9％�
36.0％�
20.0％�

1,057,800�
1,256,800�
753,136�
961,587

474,080�
552,884�
300,715�
458,463

44.8％�
44.0％�
39.9％�
47.7％�

（単位：千円）�

予算現額�
375,355

総収入額�
189,443

予算現額�
346,540

総支出額�
105,407

水道事業執行状況�

収益的収入� 収益的支出�

（単位：千円）�

予算現額�
2,368

総収入額�
1,312

予算現額�
97,347

総支出額�
20,175

資本的収入� 資本的支出�

「
平
成
十
七
年
度
上
半
期

財
政
状
況
の
公
表
」
に
つ
い
て

●
歳
入



町
で
は
、
十
一
月
に
都
市
計
画

道
路
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
、
そ
の
素
案
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
場
と

し
て
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間

十
二
月
十
二
日
�
〜

二
十
六
日
�

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

▼
閲
覧
場
所

町
建
設
課

▼
公
聴
会
の
日
時
及
び
会
場

一
月
二
十
二
日
�

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
満
席
の
場
合
は
、
傍
聴

を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▼
公
聴
会
の
取
り
止
め

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
公
聴
会
は
開
催
し

ま
せ
ん
の
で
、
傍
聴
を
希
望
す

る
人
は
、
念
の
た
め
、
開
催
の

有
無
に
つ
い
て
事
前
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
建
設
課

�
49
―
８
０
１
２

※
注
意
…
公
述
人
が
い
な
い
場
合

は
、
公
聴
会
は
取
り
止
め
に
な

り
ま
す

家
屋
を
来
年
（
平
成
十
八
年
）

一
月
一
日
現
在
で
所
有
し
て
い
れ

ば
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
今
年
十
二
月
末
ま

で
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

来
年
（
平
成
十
八
年
度
）
に
課
税

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
法
務
局
か
ら
の
異
動

通
知
や
現
地
調
査
に
よ
り
、
取
り

壊
さ
れ
た
家
屋
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
未
登
記
の
建
物
や
敷

地
の
奥
に
あ
る
建
物
の
取
り
壊
し

に
あ
っ
て
は
、
町
独
自
で
把
握
す

る
こ
と
が
困
難
で
す
。
取
り
壊
さ

れ
た
家
屋
で
あ
っ
て
も
家
屋
台
帳

か
ら
削
除
さ
れ
な
け
れ
ば
、
引
き

続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

十
二
月
末
ま
で
に
連
絡
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
現
地
確
認
の
う
え
、
家

屋
台
帳
か
ら
削
除
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

な
お
、
所
有
す
る
家
屋
の
合
計

課
税
標
準
額
が
二
十
万
円
未
満
の

場
合
は
、
免
税
点
未
満
と
な
り
税

金
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
場
合
で
も

滅
失
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
税
務
課

�
49
―
８
０
０
４

町
税
を
口
座
振
替
で
納
付
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
み
な
さ
ま
方
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

税
及
び
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
分

の
納
期
が
八
期
と
な
り
、
最
終
納

期
が
二
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
口
座
振
替
分
の
領

収
証
書
は
、
一
月
に
十
二
月
末
振

替
分
ま
で
の
領
収
証
書
を
送
付

し
、
三
月
に
一
月
・
二
月
振
替
分

の
領
収
証
書
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
税
務
課

�
49
―
８
０
０
４

▼
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述

べ
た
い
人
は
、
素
案
の
閲
覧
場

所
に
置
い
て
あ
る
「
公
述
申
出

書
」
に
、
公
述
の
要
旨
を
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚
ま
で
に

ま
と
め
て
添
付
の
う
え
、
町
建

設
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
間

素
案
の
閲
覧
期
間
内
（
た
だ

し
、
郵
送
の
場
合
は
、
提
出
期

間
最
終
日
の
消
印
の
あ
る
も
の

ま
で
有
効
）

▼
公
述
人
の
選
定

公
述
の
申
し
出
が
多
数
の
場

合
や
、
同
じ
よ
う
な
意
見
が
多

数
の
場
合
は
、
公
述
時
間
を
制

限
し
た
り
、
公
述
人
を
選
定
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
公
述
人
が
決
ま

り
次
第
、
そ
の
結
果
を
本
人
に

通
知
し
ま
す
。

▼
公
聴
会
の
傍
聴

公
聴
会
を
傍
聴
し
た
い
人

は
、
公
聴
会
の
当
日
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
傍
聴
人
の
発
言
は
で
き

3

見
直
し（
素
案
）に
つ
い
て

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

都
市
計
画
道
路

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
て

い
る
方
へ

町
税
の
口
座
振
替

領
収
証
書
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

素
案
の
閲
覧

公
述
申
し
出

そ
の
他
の
注
意
事
項

公
聴
会
の
開
催

公
聴
会
に
出
席
し
た
い
方�

意
見
を
述
べ
た
い�

素
案
を
閲
覧�

「
公
述
申
出
書
」
の�

提
出
が
必
要
（
素
案�

の
閲
覧
期
間
内
）�

傍
聴
だ
け
し
た
い�

当
日
会
場
へ
来
て
く�

だ
さ
い�

の



4

平
成
十
八
年
一
月
か
ら
粗
大
ご
み
の
収
集
は
、
収
集
、
処
理
費
用

の
一
部
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
粗
大
ご
み
の
種

類
、
大
き
さ
等
に
よ
り
五
百
円
か
ら
二
千
円
（
下
記
一
覧
表
）
の
手

数
料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
粗
大
ご
み

を
出
す
場
合
は
左
記
の
要
領
で
町
役
場
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
収
集
等
に
つ
い
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

粗大ごみ処理手数料（主なもの）

※上記一覧表にない場合はお問い合わせください。
※大きさ、重量によって上記の金額と異なる場合があります。
※家電4製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン）はメーカーの責任においてリサイクルしています。ご協力をお願いします。
※バッテリー、古タイヤ、消火器、ブロック、土、砂、瓦、農業用器具等、町が処理困難と認めた場合は収集できません。

・椅子
・衣装ケース
・折りたたみベッド
・ガスコンロ
・カーペット
・鏡台
・下駄箱
・電気こたつ
・座椅子
・自転車
・食器棚（1ｍ未満）

・石油ストーブ
・ソファ（スプリング無し）
・タンス（1ｍ未満）
・電子レンジ
・パソコンラック（1ｍ以上）
・本棚（1ｍ未満）
・マット（スプリング無し）
・ミシン（ポータブル）
・物干し等（3本）
・よしず
・レンジ台

・鏡台
・健康器具（1ｍ以上）
・座卓
・食器棚（1ｍ以上）
・ステレオセット
・ソファ（スプリング入り）
・タンス（1ｍ以上）
・机（学習机）
・電子レンジ（20キロ以上）
・本棚（1ｍ以上）
・ミシン（足踏み式）

・オートバイ（50㏄以下）
・オルガン
・ソファ（スプリング入り2人掛）
・ソファベッド（スプリング入り）
・2段ベッド
・マット（スプリング入り）
・マッサージ機

・エレクトーン
・電子ピアノ
・物置（解体済1坪以下）

�問い合わせ先 町住民生活課　�49－8000

○申 込 先 ・町住民生活課　�49－8000
・受付日時　月～金曜日（午前9時～午後5時）
※祝日は除く

○申込方法 町住民生活課に電話で収集を申し込み、次の内容
を知らせてください。
①住所　②氏名　③電話番号
④出すごみの種類　⑤個数　⑥大きさ

○確認事項 ①収集日　②収集場所　③手数料の金額
○実施方法 ①指定ごみ袋取扱店若しくは町役場（住民生活課）

で「粗大ごみ処理シール」を購入してください。
粗大ごみ処理シールは500円の1種類です。
②「粗大ごみ処理シール」を粗大ごみに貼って、
決められた日時・場所に出してください。収集
時に立ち会う必要はありません。

○注意事項 ①シールの貼っていないもの、手数料不足のもの
は収集できません。
②粗大ごみは各家の玄関付近の交通に支障のない
場所でトラックの入れる場所に出してください。
③粗大ごみでも各自で解体、切断等により小さく
して町の指定袋に入れて可燃ごみ・不燃ごみと
して出していただいても構いません。

500円 1,000円 1,500円

2,000円

粗大ごみの申し込み方法



飼
い
主
の
方
か
ら
犬
や
猫
を
保

健
所
で
引
取
る
際
に
は
、
次
の
手

数
料
が
必
要
で
す
。

●
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
・
猫

一
頭
に
つ
き
二
千
円
（
県
証
紙
）

●
生
後
九
十
日
以
内
の
犬
・
猫
一

頭
に
つ
き
二
百
円
（
県
証
紙
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
課

�
24
―
９
９
６
４

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十

八
年
一
月
九
日
�
（
祝
日
）
ユ
ー

プ
ラ
ザ
う
た
づ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
の
成
人
式
に
向
け
て
該
当
者

名
簿
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

住
民
票
を
他
の
市
町
村
に
移
さ

れ
て
い
る
方
の
中
で
、
当
町
で
の

成
人
式
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

（
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
〜
昭
和

六
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）は
、

十
二
月
十
六
日
�
ま
で
に
事
務
局

�
49
―
８
０
０
７
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度
と
は
、認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理

由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の

財
産
管
理
や
身
上
監
護
を
、
本
人

に
代
わ
っ
て
法
的
に
権
限
が
与
え

ら
れ
た
代
理
人
が
行
い
、
本
人
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
保
護

し
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

▼
手
続
の
流
れ
（
法
定
後
見
）

▼
制
度
の
概
要

▼
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.courts.go.jp/

）

ま
た
、
家
庭
裁
判
所
で
は
、
手

続
や
申
立
に
必
要
な
書
類
や
費

用
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
家

事
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

丸
亀
市
大
手
町
三
―
四
―
一

高
松
家
庭
裁
判
所
丸
亀
支
部

�
23
―
５
１
８
４

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
８

宇
多
津
町
に
一
年
以
上
住
所
を

有
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
遺
児

年
金
（
一
万
一
千
円
）
・
難
病
者

年
金
（
一
万
五
千
円
）
の
受
給
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

①
遺
児
年
金

扶
養
を
受
け
て
い
た
父
ま
た

は
母
が
死
亡
ま
た
は
生
死
不

明
で
あ
る
義
務
教
育
（
中
学

校
）
終
了
前
の
児
童

②
難
病
者
年
金

特
定
疾
患
に
つ
い
て
県
知
事

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

▼
受
付
期
間

十
二
月
十
二
日
ま
で
�

▼
持
参
物

①
印
鑑

②
難
病
者
年
金
対
象
者
は
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証

③
預
金
通
帳（
郵
便
局
を
除
く
）

▼
支
給
予
定
日

十
二
月
二
十
六
日
�

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
３

宇
多
津
町
で
は
、
住
民
の
み
な

さ
ま
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
き
い
き
と

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
地

域
で
行
わ
れ
る
健
康
増
進
や
介
護

予
防
活
動
に
対
し
て
講
師
派
遣
等

を
行
う
支
援
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
支
援
対
象
団
体

①
お
お
む
ね
週
一
回
以
上
活
動

す
る
団
体

②
お
お
む
ね
十
五
人
以
上
参
加

す
る
団
体

※
活
動
回
数
・
人
数
に
つ
い
て

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
支
援
事
業
内
容

①
健
康
体
操
、
食
生
活
改
善
等

の
健
康
づ
く
り
事
業

②
転
倒
予
防
、
閉
じ
こ
も
り
予

防
、
認
知
症
予
防
等
の
介
護

予
防
事
業

▼
支
援
期
間

六
カ
月（
月
一
回
）

▼
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
８

5

飼
い
犬
・
猫
の
引
取
り
に

は
手
数
料
が
必
要
で
す

成
人
式
に
つ
い
て

地
域
健
康
づ
く
り
推
進

事
業
に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

遺
児
・
難
病
者
年
金
に

つ
い
て

申立て�審　理�

法定後見の�
開始の審判�

成年後見人等の�
選任�

審判の確定�
（開始）�

区　分�

後　　見�

保　　佐�

補　　助�

任意後見�

本人の判断能力�

全くない�

特に不十分�

不十分�

援　助　者�

成年後見人�

保佐人�

補助人�

本人の判断能力が不十分になった時に、あら�
かじめ結んでおいた任意後見契約により援助�
する制度。�

監督人を選任�
することがあ�
ります。�



子
ど
も
は
何
度
も
同

じ
絵
本
を
せ
が
む
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
面
倒
が

ら
ず
に
何
度
で
も
応
じ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
お
気
に
入
り
の
言
い
回

し
や
絵
が
出
て
く
る
と
、
い
つ
も

大
喜
び
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
や
幼

児
は
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
も
の

に
出
合
う
と
、
と
て
も
安
心
し
、

知
っ
て
い
る
喜
び
を
繰
り
返
し
確

認
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
知
識
を
身
に
付
け
た
り
感
性

を
育
ん
だ
り
し
て
い
る
の
で
す
。

一
冊
の
絵
本
を
読
む
の
は
三
分

か
ら
五
分
。
子
ど
も
は
絵
本
を
楽

し
み
な
が
ら
親
の
あ
た
た
か
さ
を

感
じ
、
親
も
子
ど
も
の
思
い
が
け

な
い
反
応
や
成
長
に
出
合
い
ま

す
。
親
と
子
が
一
対
一
で
、
心
が

同
じ
方
向
に
向
き
合
う
ひ
と
と
き

は
貴
重
で
す
。三
分
か
ら
五
分
で
、

子
ど
も
は
し
あ
わ
せ
な
子
ど
も
時

代
の
原
風
景
を
持
ち
ま
す
。
寝
る

前
の
絵
本
タ
イ
ム
は
、
心
楽
し
い

一
日
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

▼
子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー

�
49
―
８
０
０
３

◎
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、

お
客
様
か
ら
の
電
話
を
全
国
の

年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の

う
ち
、
回
線
の
空
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
お
つ
な
ぎ
い
た
し
ま
す
。

◎
通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話

の
場
合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら

ず
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
等
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
分
の
申
告
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会

保
険
料
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
、
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
（
本
証
明
書
ま
た
は
領
収

証
書
）
を
添
付
等
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
の
保
険
料
も
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
世
帯
主
は
、
世

帯
（
家
族
）
の
国
民
年
金
保
険
料

を
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
夫
婦
も
互
い
の

保
険
料
を
連
帯
し
て
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
連
隊
納
付
義
務

者
が
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

は
、
納
付
し
た
方
が
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

�
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
６
１

町
住
民
生
活
課

�
49
―
８
０
０
０

6

平
成
十
八
年
度
保
育
所
（
園
）
入
所
・
園
受
付

問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」へ
！

年
末
調
整
・
確
定
申
告

に
は
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
を

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

保育所名�
中央保育所�

�

平山保育所�
�
�

わ か く さ �
保　育　園�

わかくさ北�
保　育　園�

公私別�
公　立�
�
�
�
�
�
私　立�

定員 �
150名�

�

90名�

�
�

150名�
�

180名�

該当児� 受付場所・期間�
�
�
受付場所�
町保健福祉課�
12月1日�～�
　15日��
（土、日、祝�
日を除く）�
�
受付時間�
午前8時30分～�
　午後5時�

そ　の　他�
１～５歳児�
（18年度中に
1歳になられ
る方も受付し
ます。）�
�
０～５歳児�
（０歳の産休
育休明け保育
希望者は妊娠
中から各園に
て予約受付し
ます。）�

・申し込みの際には、印鑑をご持参く
ださい。�
・対象者は、保護者が労働等に従事し
て、家庭で児童を保育できない方。�
・継続児については、各保育所で受け
付けします。�
・定員を超えた場合は２月初旬に選考
するため、申込書には必ず第２希望
まで記入してください。�
・後日、平成17年分の源泉徴収票もし
くは確定申告書の写しを持参してく
ださい。平成18年１月１日に宇多津
町以外に在住されていた方は平成17
年度（平成16年分）の市町村民税課
税証明書が必要な場合があります。�

年金請求などの年金相談

0570－05－1165
イイロウゴ

年金をお受けになっている方の年金相談

0570－07－1165
イイロウゴ

受付時間：午前8時30分～午後5時（土・日・祝日を除く）



十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
権
週
間
は
、
国
際
連
合
が
、

世
界
人
権
宣
言
の
採
択
日
で
あ
る

十
二
月
十
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

定
め
、
す
べ
て
の
加
盟
国
と
関
係

機
関
が
、
こ
の
日
に
、
人
権
擁
護

活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行

事
を
実
施
す
る
よ
う
、
要
請
し
た

こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
、
わ
が
国
で
は
、
毎
年
十
二

月
四
日
〜
十
日
ま
で
の
一
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
意

識
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

第
一
条
　
す
べ
て
の
人
間
は
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ

て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
人
間
と
し
て

幸
せ
に
生
き
る
権
利
「
基
本
的
人

権
」
を
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
、
す
べ
て
の
国

民
に
等
し
く
保
障
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
基
本
的
人
権
は
、
人
類
が
長

い
歴
史
と
多
く
の
人
々
の
努
力
の

積
み
重
ね
に
よ
り
獲
得
し
た
も
の

で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
だ
れ

に
も
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
、
だ
れ

も
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
固
有
の

権
利
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
ま
わ
り

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
合
理
な
偏

見
や
因
習
に
よ
っ
て
、
こ
の
大
切

な
権
利
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い

る
事
実
が
あ
り
ま
す
。

人
権
週
間
を
機
会
に
、
私
た
ち

の
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
私
た
ち
み
ん
な

の
力
で
自
由
で
平
等
な
明
る
い
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

宇
多
津
町
の
小
中
学
校
で
も
、

毎
年
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
様
々

な
集
会
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
宇
多
津
小
学
校
〉

十
二
月
二
日

『
な
か
よ
し
集
会
』

友
だ
ち
大
好
き
　
学
校
大
好
き

笑
顔
い
っ
ぱ
い
　
宇
多
津
っ
子

〈
宇
多
津
北
小
学
校
〉

十
二
月
一
日

『
ミ
ニ
人
権
集
会
』

低
学
年

明
る
く
や
さ
し
い
心
を
つ
な
ご
う

高
学
年

な
く
そ
う
差
別
　
つ
く
ろ
う
友
情

〈
宇
多
津
中
学
校
〉

十
二
月
一
日

『
人
権
を
考
え
る
集
い
』

ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
を
通
し
て

更
に
香
川
県
で
は
み
ん
な
で
考

え
る
人
権
の
つ
ど
い
、
じ
ん
け
ん

フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
五
を
十
二
月
十

日
に
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
に
て
開
催

予
定
で
す
。

り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は

理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て

お
り
、
互
い
に
同
胞
の
精
神
を

も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

い
。

第
二
条
　
す
べ
て
人
は
、
人
種
・

皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教

政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民

的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財

産
、
門
地
そ
の
他
の
地
位
又
は

こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由

に
よ
る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と

な
く
、
こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す

べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
世
界
人
権
宣
言
」
の
精
神
は

日
本
国
憲
法
の
中
に
も
生
か
さ
れ

7

人
権
週
間
　
十
二
月
四
日
〜
十
日

人
権
週
間
に
つ
い
て

世
界
人
権
宣
言
（
抜
粋
）

学
校
現
場
で
は

日
本
国
憲
法
に
も
そ
の

精
神
が
生
き
て
い
ま
す
。

昨年の宇多津小学校人権集会より



宇
多
津
町
で
は
、
年
間
を
通
じ

て
、
偶
数
月
に
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
各
種

の
人
権
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付

け
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
差
別

問
題
、
高
齢
者
の
問
題
、
障
害
者

の
問
題
、
家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
、

親
子
、
結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相

続
等
）、
借
地
・
借
家
問
題
、
外

国
人
の
問
題
、
隣
近
所
と
の
も
め

ご
と
な
ど
、
様
々
な
心
配
ご
と
で

お
困
り
の
方
は
、
こ
の
特
設
人
権

相
談
所
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
急
を
要
す
る
相
談
に
つ

い
て
は
、
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

内
に
常
設
の
人
権
相
談
所
が
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

し
、
地
元
の
人
権
擁
護
委
員
に
直

接
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

相
談
内
容
等
の
秘
密
は
固
く
守

擁
護
委
員
が
人
権
に
つ
い
て
相
談

や
啓
発
等
に
活
発
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
一
度
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

宇
多
津
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

寺
　
嶋
　
富
　
夫

宇
多
津
町
一
六
四
一
番
地
二

�
49
―
１
７
８
４

黒
　
田
　
紀
　
子

宇
多
津
町
二
一
〇
一
番
地
一

�
49
―
４
７
２
３

高
　
瀬
　
雅
　
晴

宇
多
津
町
三
〇
七
五
番
地
一

�
49
―
１
２
２
２

鎌
　
田
　
美
智
子

宇
多
津
町
一
八
八
四
番
地
八

�
49
―
３
４
３
６

ら
れ
ま
す
の
で
、
心
配
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
、
い
じ
め
や
虐
待
等

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
・
情
報
提

供
は
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」（
�
０
８
７
―
８
２
１
―
６

１
９
６
　
高
松
法
務
局
人
権
擁
護

部
）
で
、
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

等
の
女
性
に
関
す
る
相
談
・
情
報

提
供
は
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」（
�
０
８
７
―
８
２
１

―
６
１
８
１
　
高
松
法
務
局
人
権

擁
護
部
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。様

々
な
差
別
や
偏
見
等
で
お
悩

み
の
方
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に

気
軽
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
悩
み
の
解
決
の
一

助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

宇
多
津
町
で
は
、
四
人
の
人
権

8

�
�
人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
⑦
�
�

こ
れ
は
、
平
成
十
一
年
に
人
権

文
化
の
創
造
と
心
豊
か
な
人
づ
く

り
を
基
本
と
し
た
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
「
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
十
年
宇
多
津
町
行
動
計

画
」
を
策
定
し
、
様
々
な
人
権
施

策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
尚
、
差
別
意
識
の

解
消
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
更
な

る
人
権
啓
発
・
教
育
の
徹
底
が
必

要
で
す
。

今
後
は
、
こ
れ
を
よ
り
一
層
推

進
し
て
い
く
た
め
に
、「
国
連
十

年
行
動
計
画
」
で
は
、
社
会
的
弱

者
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
を
中

心
と
し
た
人
権
啓
発
・
教
育
を
実

践
し
て
き
ま
し
た
が
、現
在
で
は
、

「
国
連
十
年
行
動
計
画
」
策
定
時

と
で
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に

よ
り
、
新
た
な
問
題
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
・
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
等
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵

害
な
ど
）
も
発
生
し
て
お
り
「
国

連
十
年
行
動
計
画
」
で
対
応
で
き

な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
人
権
教
育
・
啓
発
に

関
す
る
基
本
計
画
」
で
は
、
住
民

が
主
体
と
な
っ
た
人
権
啓
発
・
教

育
の
推
進
を
行
う
こ
と
を
目
標
と

し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
行
政
間
の
連
携
と
関
係
諸
機

関
の
密
接
な
繋
が
り
を
強
化
し

て
、
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
を

着
実
か
つ
効
果
的
に
取
り
組
む
た

め
に
策
定
し
ま
し
た
。

宇
多
津
町
で
は
、

平
成
十
七
年
三
月
に

「
宇
多
津
町
人
権
教
育
・

啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。



宇
多
津
町
商
工
会
青
年
部
が
第

八
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

（
十
一
月
十
五
日
〜
十
六
日
　
岡

山
県
）
で
、
ま
ち
（
地
域
）
づ
く

り
事
業
に
積
極
的
に
取
組
み
、
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
た

こ
と
に
よ
り
、
全
国
商
工
会
連
合

会
会
長
表
彰
大
会
顕
彰
「
ま
ち

（
地
域
）
づ
く
り
部
門
」
を
受
け

ま
し
た
。

同
青
年
部
は
、
聖
通
寺
市
、
う

た
づ
人
情
商
店
街
、ど
す
こ
い
祭
、

機
関
紙
「
あ
き
な
い
」
の
発
行
を

と
お
し
て
、
商
工
会
事
業
に
対
し

地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
多
大
な

貢
献
を
し
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ

け
、
Ｔ
Ｖ
番
組
「
ソ
ル
ト
マ
ン
」

は
、
宇
多
津
町
の
地
域
に
根
ざ
し

た
ヒ
ー
ロ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
創

造
し
、
子
ど
も
た
ち
に
道
徳
的
教

育
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
愛
と
勇

気
と
平
和
の
尊
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

絶
賛
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
表
彰
を
受
け
、
宇
多
津

町
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
未

来
を
見
つ
め
た
事
業
展
開
を
目
指

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
一
同
団

結
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

沢
山
の
内
容
で
り
っ
ぱ
な
大
会
で

し
た
。

拳
士
一
同
来
年
の
再
度
全
国
大

会
出
場
を
目
指
し
て
、
練
習
に
全

力
投
球
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。高

知
県
東
部
総
合
運
動
場
く
ろ

し
お
ア
リ
ー
ナ
で
、『
第
三
十
三

回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン

ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
四
国
予

選
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
宇
多
津
小
・
四
年
の

丸
山
春
菜
さ
ん
、
宇
多
津
北
小
・

四
年
の
熊
谷
真
菜
美
さ
ん
、
三
年

の
徳
田
奈
央
子
さ
ん
、
二
年
の
津

島
未
来
さ
ん
の
四
名
が
小
学
校
の

部
・
団
体
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し

て
出
場
し
金
賞
受
賞
、
ま
た
宇
多

津
小
・
六
年
の
丸
山
愛
莉
さ
ん
も

一
般
の
部
・
団
体
に
出
場
し
見
事

金
賞
を
受
賞
、
ど
ち
ら
も
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

予
選
終
了
後
も
、
来
年
一
月
十

四
日
�
・
十
五
日
�
に
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
向
け
て
日
夜
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
全
国
大
会
で

も
素
晴
ら
し
い
演
技
が
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

町
子
連
子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
主
催

の
う
ど
ん
作
り
大
会
を
保
健
セ
ン

タ
ー
二
階
調
理
実
習
室
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
が

案
を
出
し
て
、
子
ど
も
た
ち
主
体

の
事
業
と
し
て
、
魚
釣
り
大
会
と

同
時
開
催
の
予
定
で
し
た
が
、
当

日
雨
天
の
た
め
魚
釣
り
大
会
は
中

止
と
な
り
、
う
ど
ん
作
り
の
み
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
三

十
名
の
子
ど
も
が
参
加
し
ま
し

た
。
体
育
指
導
委
員
三
名
に
よ
り

粉
を
練
る
と
こ
ろ
か
ら
、
う
ど
ん

が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
行
程
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
粉
を
練

っ
て
う
ど
ん
が
で
き
あ
が
る
ま
で

役
員
の
協
力
も
あ
り
、
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
、
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
親
子
で
仲
良
く

多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

福
井
県
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
に

て
、
少
林
寺
拳
法
国
内
予
選
及
び

国
際
大
会
が
五
百
九
十
支
部
、二
、

八
三
六
名
の
拳
士
が
参
加
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
代
表
と
し
て
宇
多
津
少
林
寺

拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
八
名
は

見
事
に
「
小
学
生
団
体
の
部
」
で

「
優
秀
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

大
筆
書
き
や
演
舞
披
露
、
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
な
ど
い
ろ
い
ろ
盛
り

9

お
め
で
と
う
�

10/16

町
子
ど
も
会

う
ど
ん
作
り
大
会

10/20

二
〇
〇
五
年
少
林
寺
拳
法

全
国
大
会
　
福
井
県
サ
ン

ド
ー
ム
福
井
に
て
開
催

宇
多
津
少
林
寺
拳
法
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
　
小
学
生
団

体
の
部
「
優
秀
賞
」
！

10/9・
10

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



訓
練
に
は
、
自
治
会
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
の
町
内
団
体
、
及
び

県
下
防
災
関
係
機
関
か
ら
約
八
百

人
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
で
は
、
東
南
海
・
南

海
地
震
が
同
時
発
生
し
、
当
町
で

震
度
六
弱
を
記
録
し
た
こ
と
を
想

定
し
、
自
治
会
・
婦
人
会
の
方
々

が
、
初
期
消
火
訓
練
、
水
防
訓
練
、

給
水
訓
練
、
非
常
食
炊
き
出
し
訓

練
等
を
、
ま
た
町
内
外
の
防
災
関

係
機
関
の
方
々
が
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
訓
練
、
人
命
救
助
訓
練
、

応
急
救
護
訓
練
等
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
訓
練
が
、
町
民
の
方
々
の

防
災
意
識
の
高
揚
、
自
主
防
災
組

織
の
結
成
、
地
震
防
災
対
策
の
推

進
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

午
前
九
時
〜
九
時
五
分

訓
練
開
始
に
よ
る
同
報
系
防
災

行
政
無
線
の
操
作
訓
練

午
前
九
時
五
分
〜
九
時
十
分

上
空
偵
察
訓
練

午
前
九
時
五
十
分
〜
十
時
〇
〇
分

人
命
救
助
訓
練
（
防
災
ヘ
リ
）

午
前
十
時
〇
〇
分
〜
十
時
二
十
分

人
命
救
助
訓
練
（
倒
壊
家
屋
）

午
前
十
時
二
十
分
〜
十
時
二
十
五
分

緊
急
物
資
搬
送
訓
練

午
前
十
時
二
十
五
分
〜
十
時
四
十
五
分

水
防
訓
練

午
前
九
時
五
分
〜
九
時
十
分

海
上
避
難
周
知
訓
練

午
前
九
時
十
分
〜
九
時
十
五
分

地
上
被
災
確
認
、
避
難
周
知
訓

練
午
前
九
時
十
五
分
〜
九
時
二
十
五
分

避
難
所
開
設
、
避
難
者
誘
導
訓

練
午
前
九
時
二
十
五
分
〜
九
時
三
十
分

自
衛
隊
派
遣
要
請
訓
練

午
前
九
時
三
十
分
〜
九
時
五
十
分

人
命
救
助
訓
練
（
横
転
車
両
）

10

「
総
合
防
災
訓
練
」
開
催
さ
れ
る

10/30実
施
訓
練
内
容



午
前
十
時
四
十
五
分
〜
十
時
五
十
分

避
難
誘
導
訓
練

午
前
十
時
五
十
分
〜
十
一
時
〇
〇
分

都
市
ガ
ス
・
水
道
管
復
旧
訓
練

午
前
十
一
時
〇
〇
分
〜
十
一
時
十
分

給
水
訓
練

午
前
十
一
時
十
分
〜
十
一
時
二
十
五
分

初
期
消
火
訓
練
（
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
）

午
前
十
一
時
四
十
分
〜
十
一
時
五
十
分

空
中
消
火
訓
練

午
前
十
一
時
五
十
分
〜
正
午

地
上
消
火
訓
練

午
前
九
時
〇
〇
分
〜
正
午

非
常
食
炊
き
出
し
訓
練

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

○
体
験
・
展
示
内
容

・
起
震
車
に
よ
る
地
震
の
体
験

・
装
備
品（
人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
）

展
示

・
高
所
作
業
車
へ
の
体
験
乗
車

・
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
の
展
示

・
避
難
情
報
メ
ー
ル
の
登
録

・
止
血
法
、
心
肺
蘇
生
法
の
体
験

午
前
十
一
時
二
十
五
分
〜
十
一
時
四
十
分

初
期
消
火
訓
練
（
イ
ン
パ
ル
ス

銃
・
消
火
器
）
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香
川
県
に
影
響
の
あ
る
地
震

高
知
県
沖
の
南
海
ト
ラ
フ
や
徳

島
県
か
ら
愛
媛
県
に
か
け
て
走
る

中
央
構
造
線
活
断
層
系
に
よ
る
も

の
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
海

ト
ラ
フ
は
、
駿
河
ト
ラ
フ
の
延
長

上
に
あ
り
、
東
海
沖
で
巨
大
地
震

が
発
生
す
る
と
、
引
き
続
き
南
海

沖
で
も
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
海
域
で
は
、
約
百
年
ご
と

の
間
隔
を
お
い
て
ほ
ぼ
規
則
的
に

地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
九

四
六
年
の
南
海
地
震
以
降
、
次
の

周
期
に
入
っ
て
お
り
、
今
後
三
十

年
間
に
五
十
％
の
確
率
で
巨
大
地

震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
握
り
、

除
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て

車
を
止
め
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て

く
だ
さ
い
。
急
ブ
レ
ー
キ
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。

・
冷
静
に
周
囲
の
状
況
を
観
察
し

な
が
ら
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
を
つ
け

て
正
確
な
情
報
を
収
集
し
て
く

だ
さ
い
。

非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
！

○
非
常
食

カ
ン
パ
ン
や
缶
詰
の
よ
う
に
保

存
期
間
が
長
く
、
火
を
通
さ
な

い
で
で
も
食
べ
ら
れ
る
も
の
が

便
利
で
す
。
最
近
は
水
を
注
ぐ

だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
餅
な
ど
も

市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
飲
料
水

飲
料
水
の
目
安
は
一
人
一
日
三

リ
ッ
ト
ル
程
度
で
す
。
三
日
分

な
ら
一
人
九
リ
ッ
ト
ル
ほ
ど
の

準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族

全
員
の
分
だ
と
量
も
多
く
な
る

の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
入

り
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

ほ
か
、
防
災
タ
ン
ク
（
ポ
リ
容

器
）
な
ど
に
も
た
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

○
懐
中
電
灯

停
電
の
と
き
や
夜
間
に
移
動
す

る
際
の
必
需
品
で
、
予
備
の
電

池
も
忘
れ
ず
に
用
意
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

○
携
帯
ラ
ジ
オ

正
確
な
情
報
を
得
る
た
め
に
必

携
。
小
型
で
軽
く
、
Ｆ
Ｍ
と
Ａ

Ｍ
の
両
方
聞
け
る
も
の
が
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
近
は

災
害
時
を
想
定
し
た
非
常
用
ラ

ジ
オ
も
市
販
さ
れ
て
お
り
、
予

備
の
電
池
も
忘
れ
ず
に
用
意
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
救
急
薬
品
・
常
備
薬

消
毒
薬
、
解
熱
剤
、
胃
腸
薬
、

か
ぜ
薬
、
鎮
痛
剤
、
目
薬
、
体

温
計
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、
ガ
ー

ゼ
、
包
帯
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

ト
ゲ
抜
き
な
ど
。
持
病
の
あ
る

人
は
常
備
薬
も
忘
れ
ず
に
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
貴
重
品

現
金
（
公
衆
電
話
用
の
十
円
硬

貨
も
）、
預
貯
金
通
帳
、
健
康

保
険
証
、
免
許
証
、
印
鑑
な
ど
。

住
所
録
の
コ
ピ
ー
も
あ
る
と
便

利
で
す
。

○
そ
の
他

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
防
災
ず
き
ん
）、

下
着
、
上
着
、
靴
下
、
ハ
ン
カ

チ
、
タ
オ
ル
、
ラ
イ
タ
ー
（
マ

ッ
チ
）、
軍
手
、
紙
皿
、
紙
コ

ッ
プ
、
ナ
イ
フ
、
缶
切
り
、
栓

抜
き
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
お
し
ぼ

り
（
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）、

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
。
赤
ち

ゃ
ん
が
い
る
場
合
は
紙
お
む
つ

や
哺
乳
ビ
ン
な
ど
も
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
！
こ
ん
な
場
所
に
い
た

ら
ど
う
す
る
？

○
家
の
中

・
揺
れ
を
感
じ
た
ら
テ
ー
ブ
ル
な

ど
の
下
に
も
ぐ
る
か
、
座
ぶ
と

ん
で
頭
を
保
護
し
て
く
だ
さ

い
。

・
火
を
使
用
中
の
と
き
は
、
た
だ

ち
に
火
の
始
末
を
。
ガ
ス
は
元

栓
も
締
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜

い
て
く
だ
さ
い
。

○
劇
場
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
に
い
た

ら
・
天
井
か
ら
の
落
下
物
や
窓
ガ
ラ

ス
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
安
全

な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

・
誘
導
灯
や
、
避
難
誘
導
者
の
指

示
に
従
い
、
秩
序
正
し
く
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。

・
あ
わ
て
て
出
口
や
階
段
に
殺
到

し
な
い
。

○
電
車
、
バ
ス
の
車
中

・
つ
り
革
や
手
す
り
に
両
手
で
し

っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
途
中
で
止
ま
っ
て
も
、
非
常
コ

ッ
ク
を
開
け
て
車
外
へ
出
た

り
、
窓
か
ら
飛
び
降
り
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
車
を
運
転
中
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自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
参
加

し
ま
し
ょ
う
！

自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
、
地
域
住
民
の
自
衛

意
識
と
連
帯
感
に
基
づ
い
て
結
成

さ
れ
る
防
災
組
織
の
こ
と
で
す
。

通
常
は
地
域
内
で
組
織
さ
れ
る

も
の
で
、
地
震
や
水
害
な
ど
の
災

害
発
生
時
に
は
地
域
内
で
中
心
と

な
っ
て
、
自
ら
の
身
を
守
る
た
め

に
自
主
的
に
活
動
す
る
組
織
を
自

主
防
災
組
織
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
ど
ん
な
活
動
を

す
る
の
か
？

○
平
常
時
は

・
講
習
会
の
開
催
な
ど
に
よ
っ
て

防
災
知
識
を
普
及
す
る
。

・
消
火
用
具
や
避
難
・
救
出
の
た

め
の
防
災
用
資
機
材
を
準
備

し
、
点
検
す
る
。

切
な
方
を
選
ん
で
誘
導
す
る
。

・
救
出
救
護
班

負
傷
者
の
救
出
・
救
護
活
動
、

救
護
所
へ
の
搬
送
を
行
う
。

※
救
出
・
救
護
活
動
に
は
、
応

急
手
当
て
の
知
識
が
必
要
。
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
お
こ

う
。

・
給
食
給
水
班

食
料
や
水
な
ど
の
配
分
、
炊
き

出
し
な
ど
の
給
食
、
給
水
活
動

を
行
う
。

※
災
害
時
に
各
家
庭
で
備
蓄
し

た
食
料
や
水
だ
け
で
は
足
り
な

い
事
態
を
想
定
し
、
炊
き
出
し

や
給
水
の
体
制
を
整
え
て
お
く
。

災
害
時
要
援
護
者
（
い
わ
ゆ
る
災

害
弱
者
）
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援

し
よ
う
！

○
日
頃
か
ら
災
害
時
要
援
護
者
と

の
交
流
を
密
に
し
、
挨
拶
を
交

わ
し
合
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
始

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

○
災
害
時
要
援
護
者
が
自
力
で
初

期
消
火
や
避
難
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
災
害
時
要
援
護
者
も
参

加
す
る
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

○
日
頃
の
連
絡
は
誰
が
す
る
か
、

災
害
時
に
は
誰
が
誰
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
か
な
ど
、
日
常
と
非
常

時
の
支
援
方
法
・
体
制
を
明
確

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

本
町
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織

率
は
、
三
十
六
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
都
市
（
浜
一
番
丁
〜
浜
九

番
丁
）
の
結
成
率
が
非
常
に
悪
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。
自
治
会
が
無

く
、
転
勤
者
の
方
が
多
い
状
況
等

が
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
賃
貸
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

単
位
、
ま
た
子
ど
も
会
単
位
等
、

少
数
の
組
織
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
結
成
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
防
災
対
策
に
講
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
旧
町
内
で
も
自
治
会
が
あ
り

な
が
ら
組
織
づ
く
り
が
で
き
て
い

な
い
自
治
会
も
あ
り
ま
す
。
自
治

会
長
を
中
心
と
し
て
、「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
、
自
衛
意
識
と
連
帯
感
に

基
づ
い
て
組
織
づ
く
り
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
組
織
を
結
成
し
た
い

の
だ
が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
ま

た
既
に
結
成
し
て
い
る
の
だ
が
防

災
訓
練
等
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

け
ば
よ
い
か
等
、
疑
問
に
思
う
こ

と
が
あ
れ
ば
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課

�
49
―
８
０
１
３

・
家
庭
や
地
域
内
の
防
災
環
境
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
防
災
訓
練
（
消
火
訓
練
や
避
難

訓
練
な
ど
）
を
実
施
す
る
。

・
災
害
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々

（
災
害
時
要
援
護
者
）
の
状
況

を
把
握
し
、
支
援
体
制
を
整
え

る
。

○
災
害
時
は

・
情
報
班

災
害
に
関
す
る
正
し
い
情
報
の

収
集
と
、
伝
達
を
行
う
。

※
デ
マ
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い

こ
と
が
肝
心
。
情
報
は
正
確
を

期
す
た
め
、
で
き
る
だ
け
公
的

機
関
な
ど
に
確
認
し
た
上
で
、

簡
潔
・
明
瞭
に
伝
え
る
。

・
消
火
班

出
火
防
止
の
た
め
の
活
動
及
び

初
期
消
火
活
動
を
行
う
。

※
防
災
関
係
機
関
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
、
火
災
の
拡
大
延
焼

を
防
ぐ
の
が
基
本
。

・
避
難
誘
導
班

住
民
を
避
難
所
な
ど
安
全
な
場

所
に
誘
導
す
る
。

※
地
震
と
水
害
、
昼
間
と
夜
間

な
ど
災
害
の
種
類
・
状
況
の
違

い
に
よ
っ
て
、
安
全
な
避
難
経

路
も
変
わ
る
。
事
前
に
複
数
の

コ
ー
ス
を
用
意
し
て
お
き
、
適

13



「
ひ
か
っ
と
る
や
ろ
す
ご
い
や
ろ

―
も
っ
と
輝
け
地
球
っ
子
―
」
を

テ
ー
マ
に
平
山
保
育
所
第
五
回
作

品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
作
品
は

も
ち
ろ
ん
、「
愛
が
い
っ
ぱ
い
」

コ
ー
ナ
ー
の
親
の
作
品
も
、
と
て

も
誇
ら
し
げ
に
紹
介
し
、
そ
の
度

鼻
を
高
く
し
て
い
ま
し
た
。
割
り

箸
鉄
砲
を
教
え
て
く
れ
た
横
山
さ

ん
、
菊
を
提
供
し
て
く
れ
た
野
田

さ
ん
、
ゲ
ー
ム
や
手
品
で
楽
し
ま

た
。
宇
多
津
町
か
ら
は
、
宇
多
津

小
と
北
小
か
ら
二
十
八
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
最
後
の

競
技
会
に
な
る
た
め
、
ど
の
選
手

も
も
て
る
力
を
精
一
杯
出
そ
う
と

が
ん
ば
り
ま
し
た
。

上
位
入
賞
の
種
目
と
記
録
は
次

の
通
り
で
す
。

・
五
年
男
子
八
十
ｍ
ハ
ー
ド
ル

田
端
　
将
吾
（
宇
多
津
北
小
）

二
位
〈
一
三
秒
五
三
〉

・
六
年
男
子
百
ｍ

春
田
　
勇
気
（
宇
多
津
小
）

三
位
〈
一
二
秒
七
一
〉

・
六
年
男
子
四
百
ｍ
リ
レ
ー

宇
多
津
小

（
楠
木
優
平
・
春
田
勇
気
・
宮

本
敦
仁
・
藍
川
大
輝
）

二
位
〈
五
一
秒
七
八
〉

な
お
リ
レ
ー
で
は
、
四
位
ま
で

が
大
会
新
記
録
を
出
す
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
争
い
で
し
た
。
五
一
秒
七
八

の
記
録
は
学
校
単
独
編
成
で
の
県

小
学
校
新
記
録
に
も
な
り
ま
し

た
。
選
手
た
ち
は
こ
の
大
会
に
向

け
て
春
か
ら
練
習
を
続
け
、
す
ば

ら
し
い
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
陸
上
練
習
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
一
言
で
」
と
聞
い
て
み
る

と
、「
勇
気
」「
が
ま
ん
」「
友
だ

ち
最
高
」「
あ
き
ら
め
な
い
」
な

ど
の
頼
も
し
い
言
葉
が
出
て
き
ま

し
た
。

自
分
や
仲
間
の
力
を
信
じ
て
最

後
ま
で
全
力
を
出
し
切
ろ
う
と
立

ち
向
か
う
宇
多
津
の
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
感
動
し
た
一
日
で
し
た
。

町
子
連
主
催
の
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
の
予
定
で
し
た
が
開
会

式
直
前
か
ら
降
り
出
し
た
雨
の
せ

い
で
急
き
ょ
町
民
体
育
館
及
び
宇

多
津
小
学
校
プ
レ
ー
ル
ー
ム
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

高
学
年
の
部
（
四
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
（
二
十
一
チ
ー
ム
））

と
低
学
年
の
部
（
小
学
生
一
年
生

か
ら
三
年
生
ま
で
（
二
十
二
チ
ー

ム
））
と
に
わ
か
れ
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

高
学
年
の
部
の
決
勝
戦
は
、
接

戦
を
次
々
と
も
の
に
し
て
き
た
チ

ー
ム
同
士
の
対
戦
と
な
り
、
第
一

セ
ッ
ト
を
接
戦
の
末
も
ぎ
取
っ
た

「
大
橋
北
・
北
浦
連
合
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
Ｂ
」
が
そ
の
ま
ま
勢
い
に
乗

り
「
県
営
Ａ
」
に
フ
ル
セ
ッ
ト
の

末
勝
ち
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
低
学
年
の
部
の
決
勝
戦

も
接
戦
を
次
々
と
も
の
に
し
て
き

た
「
第
四
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
」
と

「
新
町
ヨ
イ
ヤ
セ
ー
ズ
」
の
対
決

と
な
り
、
各
セ
ッ
ト
と
も
接
戦
を

も
の
に
し
た
「
第
四
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ー
」
が
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
を
お
さ

め
ま
し
た
。

雨
降
り
の
天
気
の
中
で
大
会
運

営
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
役

員
、
保
護
者
の
方
々
そ
し
て
元
気

に
プ
レ
ー
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

…
…
　
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

せ
て
く
れ
る
谷
沢
さ
ん
、
毎
年
太

鼓
台
や
獅
子
舞
を
見
せ
て
く
れ
、

い
も
ほ
り
を
経
験
さ
せ
て
く
れ
る

地
域
の
人
た
ち
…
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
い
っ
ぱ
い
愛
さ
れ
、
見
守

ら
れ
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て

い
く
平
山
っ
子
。
み
な
さ
ま
の
お

陰
で
大
盛
況
に
終
わ
り
、
今
年
も

感
動
と
感
謝
で
、
充
実
し
た
作
品

展
で
し
た
。

丸
亀
競
技
場
で
県
小
学
生
選
抜

陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

14

中
学
校
の
十
月
の
活
動

●
香
川
県
岡
山
県
及
び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
主
催
　
瀬
戸
大
橋
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
中
学
校
の
部
入
選
　
西
本
　
　
愛
　
●
綾
歌
郡
中
学
校
新
人
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
　
男
子
個
人
の
部
　
優
勝
　
山
口
　
祐
輝
・
増
田
　
悠
甫
　
女
子
個
人
の
部
　
準
優
勝
　
梶
野
　
愛
美
・
中
野
菜
津
美
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
女
子
）
準
優
勝
　
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
　
剣
道
競
技
女
子
団
体
　
準
優
勝
　
剣
道
部
　
女
子
　
●
綾
歌
郡
教
育
文
化
祭
　
科
学
体
験
発
表
　
最
優
秀
　
中
谷
　
美
咲
　
優
秀
　
　
伊
藤
　
真
輝
　
音
楽
会
　
優
秀
　
吹
奏
楽
部

輝
い
て
ま
す
！

宇
多
津
の
子

11/3

町
子
ど
も
会

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会

11/6

平
山
保
育
所

第
五
回
作
品
展

10/27・
28

第四ヴィクトリー



さ
い
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
で
す
。
た
だ
い
ま
会
員
募
集

中
。（
詳
し
い
資
料
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

澄
み
き
っ
た
秋
晴
れ
の
空
が
美

し
い
十
一
月
八
日
、
綾
上
町
に
あ

る
高
山
航
空
公
園
へ
バ
ス
遠
足
に

行
き
ま
し
た
。
何
日
も
前
か
ら
こ

の
日
を
指
折
り
数
え
て
い
た
子
ど

も
た
ち
は
、
大
型
バ
ス
に
乗
っ
た

だ
け
で
も
大
は
し
ゃ
ぎ
！

公
園
で
は
、
山
の
頂
上
か
ら
見

え
る
高
松
空
港
の
滑
走
路
や
小
さ

く
見
え
る
家
や
街
、
美
し
い
景
色

を
眺
め
た
り
、
離
陸
し
た
大
き
な

飛
行
機
が
自
分
の
真
上
を
旋
回
し

て
い
く
と「
わ
〜
　
す
ご
〜
い
！
」

と
歓
声
を
あ
げ
大
興
奮
。
お
昼
に

は
広
い
野
原
で
、
手
作
り
の
お
弁

当
を
み
ん
な
で
美
味
し
く
頂
い

て
、
帰
る
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
遊
具
で
思
い
き
り
遊

び
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
で

は
、
疲
れ
て
お
昼
寝
を
し
て
い
る

子
も
。

写
真
は
、
丘
の
上
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
長
い
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台

を
す
べ
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で

す
。「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
み

た
〜
い
！
」
と
っ
て
も
楽
し
そ
う

で
す
ね
。

わ
か
く
さ
北
保
育
園
で
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
、
保
育

園
の
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
メ
ニ
ュ

ー
で
給
食
を
食
べ
て
み
ま
し
た
。

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ご
は
ん

と
揚
げ
か
ぼ
ち
ゃ
の
鶏
ミ
ン
チ
か

け
、
三
色
野
菜
と
し
ら
す
の
甘
酢

和
え
、
豆
腐
と
す
ま
き
の
清
汁
で

し
た
。
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
は

酢
の
物
が
大
好
き
。
今
日
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
は
じ
め
は

「
す
っ
ぱ
い
！
」
と
遠
慮
ぎ
み
で

し
た
が
、
す
こ
し
ず
つ
食
べ
て
い

く
う
ち
に
甘
く
て
お
い
し
い
の

で
、全
部
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
日
栄
養
満
点
の
手
作
り
給
食

を
食
べ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
の
園
児

た
ち
を
見
て
、
今
回
参
加
し
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
な
か
で
少
食

の
人
も
全
部
食
べ
て
く
れ
ま
し

た
。

日
本
む
か
し
ば
な
し
や
民
話
な

ど
の
童
絵
で
お
な
じ
み
の
池
原
昭

治
先
生
の
講
演
会
が
、
サ
ポ
ー
ト

マ
マ
「
モ
コ
モ
コ
」
の
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
の
魔

法
の
手
か
ら
次
か
ら
次
へ
描
か
れ

る
人
物
や
動
物
は
、
今
に
も
動
き

出
し
そ
う
で
、
童
絵
と
民
話
の
世

界
に
惹
き
込
ま
れ
た
一
時
間
半
で

し
た
。

サ
ポ
ー
ト
マ
マ
「
モ
コ
モ
コ
」

は
、
地
域
の
若
い
お
母
さ
ん
や
小

15

準優勝�

区　分�

優　勝� 大橋北・北浦連合�
ファイターズＢ�

高 学 年 の 部 �
（4年生から6年生）�

第四ヴィクトリー�

低 学 年 の 部 �
（1年生から3年）�

県　営　Ａ� 新町ヨイヤセーズ�

（試合結果）�

池
原
昭
治
講
演
会

11/7

大
き
な
バ
ス
に
の
っ
て

遠
足
に
行
っ
た
よ
！

青
山
幼
稚
園

11/8

は
じ
め
て
の

給
食
体
験
！

わ
か
く
さ
北
保
育
園

11/10

大橋北・北浦連合ファイターズB



16

師
走
に
は
い
り
何
か
と
忙
し
い

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

十
月
三
十
日
、
宇
多
津
町
総
合

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
婦

人
会
か
ら
も
赤
十
字
奉
仕
団
、
婦

人
ふ
れ
あ
い
防
災
ク
ラ
ブ
と
し

て
、
約
百
人
の
方
が
参
加
、
非
常

食
の
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
に
米
、
食
塩

水
を
入
れ
、
自
衛
隊
の
炊
飯
車
で

炊
き
あ
げ
た
ご
飯
約
五
百
食
と
豚

汁
八
百
食
を
作
り
参
加
者
に
試
食

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
も

起
震
車
に
よ
る
地
震
や
負
傷
者
の

応
急
処
置
な
ど
を
体
験
し
、
実
り

の
あ
る
訓
練
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
防
災
に
対
す
る
意
識
も
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
、
婦
人
会
パ

ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。
五

回
目
を
迎
え
た
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
会
う
機
会
の
少
な
い
人
と
も

ゆ
っ
く
り
と
話
し
た
り
、
特
技
や

か
く
し
芸
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
舞
台
で
披
露
し
て
い
た

だ
い
た
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
の

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

▼
日
時

十
二
月
十
日
�

午
前
十
時
〜

▼
場
所

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ
遊
戯
室

▼
内
容

香
川
短
期
大
学
生
に
よ
る
劇
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
歌
な
ど

▼
対
象

三
才
〜
小
学
三
年
生
ま
で

先
着
四
十
名

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

※
応
募
は
、
電
話
ま
た
は
指
定

用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎
　
選

帰
っ
た
の
に
二
階
の
窓
が
開
い
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

二
段
ベ
ッ
ド
い
つ
も
兄
が
下
を
取
る
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

二
世
代
の
笑
顔
が
揃
う
朝
食
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

二
次
会
は
戦
友
し
の
ぶ
カ
ラ
オ
ケ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

二
次
会
に
行
く
相
談
は
す
ぐ
決
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
子

ロ
ボ
ッ
ト
も
二
足
歩
行
の
時
期
と
な
り
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

軸
　
こ
よ
な
く
愛
す
二
つ
と
な
い
地
球
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
　
郎

開
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
美
風
　
選

こ
の
票
が
閉
じ
た
日
本
を
開
け
る
鍵
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

酒
蒸
し
の
貝
が
開
い
て
ビ
ー
ル
注
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
子

戦
端
を
開
く
御
名
御
爾
と
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
　
郎

胸
襟
を
開
け
る
相
手
ま
だ
出
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

米
屋
さ
ん
新
米
重
ね
店
開
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

窓
開
け
て
南
風
を
い
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

軸
　
扉
を
開
け
て
留
守
を
頼
ん
ど
く
お
隣
へ
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

自
由
吟

渇
水
と
言
う
の
に
蛇
口
締
め
忘
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎

通
学
列
車
の
タ
バ
コ
を
叱
る
運
転
者
　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
　
清
海

サ
ヨ
ナ
ラ
と
言
い
た
い
介
護
受
け
て
い
る
　
　
　
　
　
　
山
下
　
綾
子

台
風
で
早
明
浦
ダ
ム
が
息
吹
か
え
り
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
美
風

早
起
き
は
五
文
の
得
と
思
っ
て
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
磯
吉

曾
孫
生
ま
れ
う
ち
の
婆
ち
ゃ
ん
若
返
る
　
　
　
　
　
　
　
三
河
　
と
し

金
毘
羅
堂
組
内
や
さ
し
く
灯
を
と
も
す
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
み
よ
こ

今
月
の
一
句

金
毘
羅
堂
組
内
や
さ
し
く
灯
を
と
も
す
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
み
よ
こ

全
国
各
地
に
あ
る
金
毘
羅
堂
、
近
世
日
本
の
辻
風
景
は
だ
ん
だ
ん
失

わ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

繁
郎
　
評

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

十
二
月
十
一
日
�

午
後
一
時
三
十
分
〜

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

十
二
月
十
六
日
�

午
後
四
時
〜

年
末
年
始
の
ご
あ
ん
な
い

十
二
月
は
二
十
八
日
�
ま
で
、

新
年
は
一
月
四
日
�
か
ら
開
館
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

�
49
―
４
０
０
５

お
ね
え
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

歌
っ
て
踊
ろ
う
�

ク
リ
ス
マ
ス
会

参
加
者
募
集
中

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１２

昨年のクリスマス会



▼
開
催
日

十
二
月
八
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜

▼
一
般
質
問

十
二
月
十
二
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜

一
般
質
問
は
、
当
日
、
議
会
事

務
局
で
受
付
後
、
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
場
所

町
役
場
四
階

町
議
会
本
会
議
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
議
会
事
務
局

�
49
―
８
０
１
４

商
工
関
係
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
新
春
を

祝
し
、
町
の
発
展
を
願
う
た
め
の

会
で
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

平
成
十
八
年
一
月
六
日
�

午
後
六
時
〜

▼
場
所

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
カ
テ
リ

ー
ナ
宇
多
津
（
ビ
ブ
レ
内
）

町
住
民
生
活
課

�
49
―
８
０
０
０

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
ま
し
て
、
歳
末
チ
ャ
リ

テ
ィ
即
売
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

家
庭
に
眠
っ
て
い
た
掘
り
出
し

物
や
、
協
賛
品
と
し
て
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
物
な
ど
多
様
な
品
揃

え
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

品
物
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
大

勢
の
み
な
さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
収
益
金
の
一
部
は
、

独
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
高
齢
者

の
慰
問
金
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時

十
二
月
三
日
�

午
後
一
時
〜

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

四
階
大
ホ
ー
ル

▼
主
催

町
婦
人
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

�
49
―
０
２
８
７

▼
日
時

十
二
月
二
十
三
日
�

午
前
九
時
〜

▼
場
所

町
役
場
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

会
館
　
一
階

▼
参
加
費
用

二
、
二
〇
〇
円

▼
受
付

先
着
五
十
組
ま
で

▼
〆
切
り

十
五
日
ま
で

▼
連
絡
先

�
49
―
１
７
６
１
（
市
川
）

�
49
―
１
０
５
７
（
福
本
）

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故
が
原

因
で
、
脳
、
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部

臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障

害
を
も
つ
た
め
、
移
動
、
食
事
、

排
泄
な
ど
日
常
生
活
動
作
に
つ
い

て
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必

要
な
状
態
に
あ
る
方
に
介
護
料
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
介
護
料
の
支

給
対
象
と
な
る
後
遺
障
害
等
級
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
こ
の
他
に
、
交
通
遺
児
等

に
対
し
ま
す
貸
付
（
無
利
子
）
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
介
護
料
支
給
対
象

○
常
時
介
護

・
自
賠
責
認
定
等
級

「
第
一
級
一
号
」
ま
た
は

「
第
一
級
二
号
」

・
旧
自
賠
責
認
定
等
級

「
第
一
級
三
号
」
ま
た
は

「
第
一
級
四
号
」

○
随
時
介
護

・
自
賠
責
認
定
等
級

「
第
二
級
一
号
」
ま
た
は

「
第
二
級
二
号
」

・
旧
自
賠
責
認
定
等
級

「
第
二
級
三
号
」
ま
た
は

「
第
二
級
四
号
」

▼
金
額

月
額
二
九
、
二
九
〇
円
〜

一
三
六
、
八
八
〇
円

（
注
）
介
護
保
険
法
等
に
よ
る

給
付
を
受
け
た
と
き
は
、
対
象

外
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
　
高
松
主
管
支
所
　
被

害
者
援
護
担
当

〒
七
六
〇
―
〇
〇
六
六
　
高
松

市
福
岡
町
三
―
三
―
六

�
０
８
７
―
８
５
１
―
６
９
６
３

▼
会
費

三
、
〇
〇
〇
円
（
申
込
み
時
）

▼
申
込
締
切

十
二
月
十
五
日
�
（
厳
守
）

▼
主
催

宇
多
津
商
工
会

▼
共
催

宇
多
津
町

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
商
工
会

�
49
―
１
３
１
１

▼
ご
み
の
収
集
日

年
末
は
、
三
十
日
�
ま
で
収
集

を
行
い
ま
す
。

年
始
は
、
一
月
四
日
�
か
ら
平

常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
ご
み
の

量
が
多
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

五
日
�
、
六
日
�
、
十
日
�
、
十

二
日
�
は
午
前
七
時
三
十
分
か
ら

収
集
を
行
い
ま
す
。

町
役
場
で
の
資
源
ご
み
収
集
は

二
十
四
日
�
が
最
終
で
す
。

▼
し
尿
の
収
集
日

年
末
は
十
二
月
二
十
七
日
�
ま

で
、
年
始
は
一
月
五
日
�
か
ら
収

集
し
ま
す
。
な
お
、
年
末
の
し
尿

汲
取
り
の
申
込
は
、
十
二
月
十
五

日
�
が
締
め
切
り
で
す
。
そ
れ
以

後
の
申
込
み
は
翌
年
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

18

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

�
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
西
側
）
12
／
14
・
28

�
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
12
／
12
・
26

�
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
12
／
13
・
27

�
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
12
／
９
・
23

�
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。

介
護
料
支
給
の
ご
案
内

平
成
十
七
年
第
四
回
定
例
会

平
成
十
八
年

宇
多
津
町
新
春
懇
談
会

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
の

収
集
に
つ
い
て

歳
末
助
け
合
い
運
動
の
開

催
に
つ
い
て

お
正
月
用
山
野
草
寄
せ
植

え
を
し
ま
す



労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
災
保
険
の
加
入

手
続
を
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
か

ら
、
労
災
保
険
未
加
入
の
事
業
主

に
対
す
る
費
用
徴
収
制
度
が
強
化

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
主
が
労
災

保
険
の
加
入
手
続
を
怠
っ
て
い
た

期
間
中
に
労
災
事
故
（
業
務
災

害
・
通
勤
災
害
）
が
発
生
し
た
場

合
、
遡
っ
て
保
険
料
を
徴
収
す
る

他
に
、
労
災
保
険
か
ら
給
付
受
け

た
金
額
の
一
〇
〇
％
ま
た
は
四

〇
％
を
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

費
用
徴
収
制
度
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.

m
hlw
.go.jp

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、

香
川
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

償
課
、
ま
た
は
、
労
働
基
準
監
督

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

香
川
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

�
０
８
７
―
８
３
１
―
７
２
８
２

高
松
労
働
基
準
監
督
署

�
０
８
７
―
８
３
１
―
１
２
８
１

丸
亀
労
働
基
準
監
督
署

�
22
―
６
２
４
４

坂
出
労
働
基
準
監
督
署

�
46
―
３
１
９
６

◆
数
百
万
円
の
土
地
購
入
代
金
を

支
払
っ
た
が
、
所
有
権
移
転
登

記
さ
れ
な
い
ま
ま
相
手
と
連
絡

が
取
れ
な
く
な
っ
た

◆
家
を
建
て
よ
う
と
土
地
を
購
入

し
た
の
に
、
そ
の
土
地
は
建
物

を
建
て
ら
れ
な
い
土
地
で
あ
っ

たな
ど
　
最
近
、
不
動
産
購
入
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。

重
要
事
項
説
明
書
で
確
認
す
る
！

・
業
者
か
ら
不
動
産
を
購
入
し
た

り
、業
者
が
仲
介
す
る
と
き
は
、

必
ず
契
約
前
に
、
そ
の
不
動
産

の
詳
細
を
記
載
し
た
重
要
事
項

説
明
書
を
作
成
し
て
、
取
引
主

任
者
が
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

・
口
約
束
だ
け
で
話
を
進
め
ず
、

重
要
事
項
説
明
書
の
交
付
を
お

願
い
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
は
一
人
で
し
な
い
、

す
ぐ
し
な
い
！

・
ほ
と
ん
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

は
、
一
人
だ
け
の
判
断
で
行
動

し
た
も
の
で
す
。
家
族
や
知
人

に
相
談
す
る
こ
と
で
、
自
分
で

は
気
づ
か
な
い
こ
と
が
発
見
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
気
に
な
る
点
が
あ
れ
ば
、
不
動

産
取
引
に
詳
し
い
人
に
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

県
土
木
部
住
宅
課
　
総
務
・
宅

地
建
物
指
導
グ
ル
ー
プ

県
庁
東
館
七
階

�
０
８
７
―

８
３
２
―
３
５
８
２
（
直
）

詳
し
く
知
り
た
い
方
に
は
、

『
不
動
産
売
買
の
手
引
』
を
無
料

で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
課
で
は
、
県
知
事
が
免
許
し

て
い
る
約
千
三
百
業
者
の
フ
ァ
イ

ル
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

19

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

新
着
図
書
案
内

その日のまえに
重松清

アッコちゃんの
時代
林真理子

女ひとり
世界に翔ぶ
小野節子

クリスマスの幽霊
ロバート･ウェストール

ちきゅうはみんな
のいえ
エリサ･クレヴェン

ダーチャのいのり
黒井健 著

著著

著著

著

◎
児
童
書

◎
一
般
書

23�
��

25�
��

内科及び小児科� 外　　科�

聖マルチン病院�
（谷　町）�
146－5195

坂出市立病院�
（文京町）�
146－5131

回生病院�
（室　町）�
146－1011

4�
��

11�
��

18�
��

内科及び小児科� 外　　科�

まつむら内科クリニック�
（江尻町）�
144－1133

綾循環器科内科医院�
（久米町）�
146－6277

まえだ整形外科外科医院�
（室　町）�
146－5056

尾立医院�
（小山町）�
146－2313

佐藤医院�
（元　町）�
146－3387

番の州ハピネスクリニック�
（八幡町）�
144－5566

12月の休日当番医院�

※変更することがありますので、新聞等で確認してください。�

労
災
保
険
に
未
加
入
の
事

業
主
に
対
す
る
費
用
徴
収

制
度
が
強
化
さ
れ
ま
す

不
動
産
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
わ
な
い
た
め
に
、
知
っ

て
お
き
た
い
こ
と

気
を
つ
け
る
こ
と
は
…

困
っ
た
と
き
は
…



▼
日
時

十
二
月
二
十
三
日
�
・

二
十
四
日
�
・
二
十
五
日
�
・

二
十
六
日
�
の
四
回
コ
ー
ス

（
各
）
午
前
十
一
時
〜
正
午

（
一
時
間
）

▼
会
場

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

▼
対
象

小
学
三
年
生
〜
六
年
生

の
初
心
者
（
二
十
五
メ
ー
ト
ル

泳
げ
な
い
人
）

▼
定
員

七
名
（
先
着
順
・
定
員

に
な
り
次
第
〆
切
）

▼
参
加
料

無
料
（
た
だ
し
プ
ー

ル
使
用
料
は
必
要
で
す
。）

▼
持
ち
物

水
着
・
水
泳
帽
・
ゴ
ー
グ
ル

▼
申
込
み

申
込
書
を
プ
ー
ル
受
付
に
提
出

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

�
49
―
４
７
７
０

▼
問
い
合
わ
せ
先

香
川
地
方
連
絡
部
・
丸
亀
募
集

事
務
所

�
23
―
６
４
２
０

平
成
十
八
年
度
第
一
学
期
（
四

月
入
学
）
募
集
要
項
の
入
手
方
法

と
願
書
受
付
期
間
に
つ
い
て
、
詳

し
い
資
料
の
請
求
を
受
付
し
て
い

ま
す
。
左
記
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
専
用
ハ
ガ
キ
で
請

求
い
た
だ
け
れ
ば
、
無
料
で
お
送

り
し
ま
す
。

▼
請
求
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
七
六
〇
―
〇
〇
一
六

高
松
市
幸
町
一
―
一

（
香
川
大
学
内
）

�
０
８
７
―
８
３
７
―
９
８
７
７

フ
ァ
ッ
ク
ス

０
８
７
―
８
３
７
―
９
８
９
０

▼
願
書
受
付
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
十
五
日
�

〜
平
成
十
八
年
二
月
二
十
八
日

�

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
出
願

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.u -air.ac.jp

混
声
合
唱
団
「
響
（
き
ょ
う
）」

が
、
団
員
を
募
集
。
家
庭
的
な
楽

し
い
合
唱
団
作
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
練
習
の
見
学
だ
け
で
も
大
歓

迎
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▼
練
習
日

土
曜
日
　
午
後
七
時
〜
九
時

▼
場
所

丸
亀
市
大
手
町
の
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー（
丸
亀
税
務
署
南
隣
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

斎
藤

�
０
８
７
―
８
７
４
―
６
２
２
８

▼
日
時

十
二
月
十
一
日
�

午
後
一
時
〜
八
時

▼
場
所

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

※
必
ず
水
泳
帽
子
を
着
用
の
こ

と
小
学
三
年
生
以
下
の
子
ど
も

さ
ん
は
大
人
（
水
着
・
水
泳
帽

子
着
用
）
が
同
伴
の
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

�
49
―
４
７
７
０

20

広告� 水廻りの工事は宇多津町指定工事店の�

■漁　師　水　道�
■㈲　宮　本　設　備�
■㈲　岡　田　住　設�
■㈱ハラケン工業�
■㈱　西　本　商　店�

宇多津町上下水道�
工事業協同組合 加入店へどうぞ�

（大　門）�
（津の郷）�
（十楽寺）�
（平　山）�
（水主町）�

�49-0861�
�49-0897�
�49-1832�
�49-4890�
�49-0337

■谷口建材工業㈱�
■樋　口　工　業　㈲�
■平　　野　　屋�
■讃　岐　ガ　ス�

（新　開）�
（西町中）�
（浦　町）�
（鍋　谷）�

�49-0856�
�49-0893�
�49-0803�
�49-3035

広告� 介護付有料老人ホーム�

高齢者向け優良賃貸住宅�

★保証金は無料! ★全室個室でプライバシー保護�
★要支援から要介護5までの方のご入居募集中�

★ご入居公募中! ★町より家賃補助あり ★60歳からの安心生活�

（町内浜九番丁142－4）�49－9221 担当・氏家�

アミーユ・ホーム西隣り　�管理室　�41－0466�
（管理は合田不動産）町役場　�49－8012

冬
休
み
子
ど
も
水
泳
教
室

初
心
者
募
集
！

角
山
運
動
公
園

温
水
プ
ー
ル
開
館
記
念

無
料
開
放
の
お
知
ら
せ
！

自
衛
官
採
用
試
験
日
程
等

放
送
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

団
員
募
集

募　集　事　項�

身分・待遇等�

応　募　資　格�

試　験　期　日�

2等陸・海・空士�

平成17年12月７日��

身　分：特別職国家公務員�
初任給：159,600円�

18歳以上27歳未満の男子�
（平成18年４月１日現在）�

▼
人
数
と
構
成

少
し
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら
で
体
力
が
続
く
限
り
。

▼
練
習
日
程
及
び
場
所

毎
週
日
曜
日
午
後
七
時
〜
九
時
　
宇
多
津
中
学
校
体
育
館
　
大
会
前
に
は
、

強
化
練
習
有
り
。
平
成
十
八
年
一
月
十
五
日
ス
タ
ー
ト
　
▼
個
人
負
担
金

団
費
　
小
学
生
　
一
、
〇
〇
〇
円
／
月
、
中
・
高
校
生
　
二
、
〇
〇
〇
円
／
月
、
大
学
生
三
、
〇
〇
〇
円
／
月
　
そ
の
他
必
要
な
時
に
集

め
ま
す
。
会
計
報
告
は
、
年
度
に
て
毎
年
報
告
し
ま
す
が
、
主
に
団
費
は
体
育
館
使
用
料
、
楽
譜
購
入
費
、
楽
器
調
整
費
、
事
務
諸
般
経
費
等
に
使
用
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

前
田
　
�
49
―
１
８
９
２

宇
多
津
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
募
集



わ
か
く
さ
保
育
園
で
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
集
ま
り
、
パ
ン

ダ
く
ら
ぶ
・
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ひ
ろ
ば
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、学
童
保
育
、

保
育
園
で
の
二
時
間
程
の
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
内
容
、
時
間
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
わ
か
く
さ
保
育
園
ピ
コ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
（
放
課
後
の
学
童
ク
ラ

ブ
）

午
後
三
時
三
十
分
〜
五
時
三
十

分
ま
で
の
二
時
間
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
パ
ー
ト
い
ず
れ
も
可
。

教
諭
Ｏ
・
Ｂ
、
保
育
士
Ｏ
・
Ｂ

大
歓
迎
で
す
。

●
わ
か
く
さ
保
育
園
保
育
士
、
保

育
士
助
手
、
そ
の
他
の
有
志
の

方午
後
三
時
三
十
分
〜
五
時
三
十

分
ま
で
の
二
時
間
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
パ
ー
ト
い
ず
れ
も
可
。

●
パ
ン
ダ
く
ら
ぶ
、
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ひ

ろ
ば
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
コ
ー
ス

Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
〜
Ｊ
Ｒ
国
分
駅

〜
四
国
の
路
〜
五
色
台
少
年
自

然
の
家
（
復
路
は
反
対
）

▼
対
象

町
内
の
小
学
校
四
・
五
・
六
年

生
（
定
員
三
十
名
）

▼
費
用

四
、
〇
〇
〇
円

（
保
険
料
・
宿
泊
・
運
賃
他
）

▼
申
込
締
切

十
二
月
八
日
�

定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
そ
の
他

事
前
学
習
三
日
、
事
後
学
習
一

日
有

▼
申
込
先

町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

�
49
―
３
４
６
０

▼
募
集
職
種
及
び
人
員

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
一
名

（
三
十
歳
以
上
五
十
歳
未
満
）

▼
勤
務
期
間

平
成
十
八
年
二
月
か
ら
一
年
間

（
長
期
更
新
可
能
）

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

十
五
分

▼
給
料
等

一
三
八
、
八
〇
〇
円
〜

一
六
六
、
五
〇
〇
円

年
二
回
賞
与
有
り

各
種
社
保
完
備

▼
申
込
期
間
及
び
選
考
方
法

・
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
〜
平

成
十
八
年
一
月
三
十
一
日
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時

・
面
接
選
考
（
社
会
福
祉
協
議
会

に
履
歴
書
・
資
格
の
確
認
が
で

き
る
も
の
を
持
参
。
事
前
に
問

い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

林
・
岸
本

�
49
―
０
２
８
７

※
パ
ー
ト
希
望
の
方
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。時
給
は
面
談
の
上
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

わ
か
く
さ
保
育
園

�
49
―
３
０
１
１

迎
春
の
装
い
新
た
な
峰
々
に

『
輝
く
宇
多
津
っ
子
』
の
歓
声
が

こ
だ
ま
す
る
。
自
然
散
策
や
天
体

観
測
な
ど
を
と
お
し
て
、
心
身
と

も
に
大
き
く
逞
し
く
成
長
す
る
こ

と
を
願
っ
て
�

▼
日
程

平
成
十
八
年
一
月
五
日
�
〜
六

日
�

21

子
ど
も
大
好
き
人
間

大
募
集
！

わ
か
く
さ
保
育
園

歩
こ
う
登
ろ
う
五
色
台
！

自
然
散
策
宿
泊
学
習
募
集

広告� ペット葬儀・火葬、ペットのご供養・菩提堂�

一緒に過ごしてきた大切な家族だから…  お別れの時も優しく見送りたい�

24時間受付�
年中無休�

◆ご自宅までお迎えに参ります�
◆合同火葬・個人火葬お選び頂けます�
◆小型ペットから大型犬まで承ります�

〒762－0210　宇多津町2267番地1

広告�

制服他…取り扱い店�
■山田衣料店（山下）�49-0980　■渡辺衣料店（栄町）�49-0816�
■長尾衣料店（栄町）�49-0155　■吉田衣料店（栄町）�49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校�

宇多津中学校�

うたづ遊友健康体力づくり教室 12月 みんなで楽しくエアロダンス!!
・毎週木曜日 午後1時30分～3時30分 ・町保健センター3階 健康増進室　・健康運動指導士 杉浦ひろみ

町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集



▼
日
時

十
二
月
二
十
六
日
�

受
付
／
午
前
九
時
〜
九
時
三
十
分

終
了
／
午
後
一
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
二
階
調
理

実
習
室

▼
内
容

○
調
理
実
習

・
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

（
人
参
ラ
イ
ス
）

・
ベ
ジ
タ
ブ
ル
チ
ャ
ウ
ダ
ー

・
コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ

・
カ
ス
タ
ー
ド
プ
リ
ン

○
講
話

『
食
べ
て
元
気
に
！
〜
上
手
な

食
べ
方
勉
強
し
よ
う
』

講
師
／
赤
井
　
靖
子

（
管
理
栄
養
士
）

▼
対
象

町
内
小
・
中
学
生
希
望
者
と
そ

の
家
族
（
子
ど
も
だ
け
の
参
加

可
・
低
学
年
の
方
は
、
で
き
る

だ
け
大
人
が
付
き
添
っ
て
く
だ

さ
い
）
先
着
三
十
名

▼
参
加
費

一
人
　
四
〇
〇
円

（
子
ど
も
に
は
お
土
産
付
）

※
当
日
徴
収

▼
講
師

佐
伯
　
博
章
（
㈱
地
域
総
合
設

計
　
代
表
取
締
役
）

竹
之
内
秀
一
（
住
宅
金
融
公
庫

四
国
支
店
　
公
共
業
務
課
）

▼
対
象

高
齢
者
住
宅
に
関
心
の

あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も

▼
募
集
人
数

七
十
人（
先
着
順
）

▼
参
加
料

無
料

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
課

�
０
８
７
―
８
３
２
―
３
５
８
４

▼
日
時

十
二
月
九
日
�

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
ま
で

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
四
階

▼
講
師

太
田
　
光
夫
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
道
場

道
場
主
）

▼
内
容

「
足
の
汚
れ
が
万
病
の

原
因
だ
っ
た
」
血
液
の
循
環
の

阻
害
が
心
臓
か
ら
一
番
遠
い
足

か
ら
始
ま
る
こ
と
。
そ
の
足
を

揉
ん
だ
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て

刺
激
し
、
臓
器
や
器
官
の
負
担

を
軽
く
し
、
活
性
化
さ
せ
、
身

体
に
抵
抗
力
を
つ
け
る
と
い
う

東
洋
医
学
。

実
技
を
中
心
と
し
た
、・
講
義
。

▼
定
員

三
十
名

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
１

健
康
寿
命
は
二
人
で
守
る
。

健
康
に
楽
し
く
充
実
し
て
過
し

て
い
く
た
め
に
、
自
分
自
身
の
、

そ
し
て
ご
夫
婦
同
士
で
お
互
い
の

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま

簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋

力
ア
ッ
プ
体
操
で
す
。

▼
日
時

毎
週
金
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
〜
正
午

▼
場
所

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

▼
指
導
者

杉
浦
ひ
ろ
み
氏
（
健
康
運
動
指

導
士
）

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
１

「
第
三
回
う
た
づ
の
町
家
と
お

ひ
な
さ
ん
」
来
春
も
左
記
の
と
お

り
開
放
致
し
ま
す
。

過
去
二
回
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
、
い
い
催
し
と
な
り
ま
し

た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
実
行
委
員
会
に
お
き
ま

し
て
、
内
容
の
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
、
提
言
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
教
示
く
だ

さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
示

ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

う
た
づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん

実
行
委
員
会委

員
長
　
水
澤
　
照
嘉

▼
日
程

平
成
十
八
年

三
月
四
日
�
・
五
日
�

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
倉
の
館
三

角
邸
を
主
会
場
に
旧
宇
多
津
町

内
（
昨
年
と
同
じ
地
域
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
子
ど
も

用
包
丁（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

▼
主
催

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

▼
申
込
先
及
び
問
合
せ
先

十
二
月
十
五
日
�
ま
で
に

町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
49
―
８
０
０
８

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
精
通
し
た
建

築
設
計
の
実
務
者
が
、
自
ら
行
っ

た
り
フ
ォ
ー
ム
の
実
例
を
紹
介

し
、
高
齢
者
の
住
ま
い
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
主
催

香
川
県
・
香
川
県
高
齢
化
対
応

住
宅
推
進
協
議
会

▼
テ
ー
マ

「
実
例
か
ら
学
ぶ
、
高
齢
者
の

住
ま
い
づ
く
り
」

▼
日
時

平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
�

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時

▼
場
所

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
高
松
市
番
町
一
―
一
〇
―
三

五
）

22
〈役場へのご意見・ご要望をお寄せください。電話ご意見番 149―8211〉

県
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

冬
休
み
家
族
ふ
れ
あ
い

料
理
教
室

平
成
十
七
年
度
高
齢
者

住
宅
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

健
康
づ
く
り
教
室

「
足
揉
み
実
技
講
習
」
の

開
催
に
つ
い
て

「
夫
婦
で
始
め
る
健
康
づ

く
り
教
室
」
参
加
者
募
集

う
た
づ
の
町
家
と

お
ひ
な
さ
ん



▼
開
催
日

平
成
十
八
年
一
月
二
日
�

▼
種
目

（
男
子
の
部
）

①
一
般

（
高
校
生
以
上
四
十
歳
未
満
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
㎞

②
壮
年

（
四
十
歳
以
上
）
…
…
五
㎞

③
中
学
生
…
…
…
…
…
…
五
㎞

（
女
子
の
部
）

中
学
生
以
上
…
…
…
…
…
三
㎞

※
一
般
女
子
の
希
望
者
は
、
男

子
壮
年
五
㎞
に
参
加
可

方
。
一
般
の
部
は
十
㎞
を
五
十

分
以
内
で
走
る
こ
と
が
で
き
る

方
。

▼
主
催

宇
多
津
体
育
協
会

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

十
二
月
十
二
日
�
ま
で

町
教
育
委
員
会

�
49
―
８
０
０
７

坂
商
生
が
仕
入
か
ら
販
売
・
経

理
ま
で
を
デ
パ
ー
ト
方
式
で
実
践

し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
「
絆
〜
歓
声
の
渦

を
巻
き
起
こ
せ
！
In
坂
商
」

▼
日
時

十
二
月
十
日
�
、
十
一
月
�

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

▼
場
所

県
立
坂
出
商
業
高
等
学
校

▼
内
容

セ
キ
レ
五
十
貨
店
（
日
用
品
、

菓
子
、
野
菜
、
花
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
、
雑
貨
な
ど
の
販
売
と
バ

ザ
ー
）、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、

縁
日
、
各
文
化
部
展
示
、
し
ご

と
体
験
フ
ェ
ア
（
十
二
月
十

日
）、
吹
奏
楽
部
演
奏
（
十
二

月
十
一
日
）、
保
育
園
児
の
演

奏
（
十
二
月
十
一
日
）、
献
血

な
ど

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
駐
車
場
有
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

坂
出
商
業
高
校

担
当
　
松
川

�
46
―
５
６
７
１

（
小
学
生
の
部
）

※
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要

①
一
〜
四
年
生
…
…
…
…
一
㎞

②
五
〜
六
年
生
…
…
一
・
五
㎞

（
学
生
別
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。）

▼
コ
ー
ス

宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
〜

大
束
川
堤

▼
集
合
場
所
及
び
時
間

宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

（
小
学
生
の
部
）

受
付
／
午
前
七
時
三
十
分

開
会
式
／
午
前
八
時

ス
タ
ー
ト
／
午
前
八
時
三
十
分

（
男
子
の
部
・
女
子
の
部
）

受
付
／
午
前
九
時
〜
九
時
四
十
分

ス
タ
ー
ト
／
午
前
十
時

▼
資
格

競
技
に
耐
え
う
る
体
力
を
す
る

23
〈火災時の問い合わせは 145―4949〉

第
五
十
四
回
県
下
十
㎞

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

坂
商
「
セ
キ
レ
」

特設人権相談
12月16日（金）午前10時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　�49－8002

行政相談
12月16日（金）午後1時～3時
町保健センター2階研修室
町総務課　�49－8013

弁護士による法律相談（事前申込）
12月15日（木）午前9時～正午
宇多津商工会　
宇多津商工会　�49－1311

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　�49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

育児相談
毎月第2火曜日　午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

子育て相談コーナー
（子育てに関すること、いじめ、虐待など）
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　�49－8003

療育相談
毎月第3火曜日　午前9時～11時30分
町役場1階相談室
町保健福祉課　�49－8003

こども相談（要予約）
毎月第2月曜日 偶数月午前、奇数月午後
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

こころの相談（要予約）
毎月第3木曜日　午後1時30分～4時
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

こども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町福祉センター2階
少年育成センター　�49－4001

ことばの相談（要予約）
毎月第4木曜日　午前9時～正午
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

一般相談
（家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、
母子・父子福祉問題、その他日常生活の
あらゆる問題）
12月6日（火）・13日（火）・20日（火）・27日（火）
午前9時30分～正午
町保健センター2階研修室
町社会福祉協議会　�49－0287

身体障害者相談
12月16日（金） 午後1時30分～4時
町保健センター2階研修室
町社会福祉協議会　�49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　�49－0287

電話相談（福祉を中心としたあらゆる相談）
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　�49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　�49－8000
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広
報
う
た
づ
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す

広報うたづは、町役場1階窓口・保健センター窓口・ユープラザうたづ・宇多津郵便局・サポートセンターにありますので、自由にお取りください。

人口の動き（11／1現在）●人　口　…17,285人（＋55人）（男）8,517人（＋23）（女）8,768人（＋32人）●世帯数　7,139世帯（＋41世帯）

�宇多津町ホームページアドレス http://town.utazu.kagawa.jp
�町教育委員会メールアドレス　 kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

�総務課メールアドレス　soumu@town.utazu.kagawa.jp
�町議会メールアドレス　gikai@town.utazu.kagawa.jp
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西さ
い

光こ
う

寺じ

【
本
尊
】
阿
弥
陀
如
来

【
宗
派
】
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

（
お
西
）

【
本
山
】
京
都
市
　
西
本
願
寺

【
創
建
】
鎌
倉
時
代

西
光
寺
は
大
束
川
沿
い
に

あ
り
川
面
に
屋
根
瓦
が
写
る

所
謂
お
西
の
お
寺
で
す
。
大

束
川
が
今
の
川
幅
に
な
る
以

前
は
山
門
の
前
に
堀
が
あ
っ
て
道
が
あ

り
川
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
堀
に
は
ハ

ス
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
た
そ
う
で
す

が
昭
和
三
十
七
年
の
大
束
川
河
川
改
修

工
事
に
伴
い
現
在
の
姿
と
な
り
ま
し

た
。
元
々
大
束
川
は
今
よ
り
も
っ
と
東

を
流
れ
て
い
た
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

街
の
中
心
に
位
置
し
周
り
が
開
け
た

場
所
に
あ
る
お
寺
で
あ
り
ま
す
が
、
今

の
場
所
に
移
っ
て
き
た
の
は
、
寛
永
十

四
年
（
一
六
三
七
）
で
、
そ
れ
以
前
は

青
ノ
山
麓
に
あ
り
鍋
谷
下
の
道
場
西
光

寺
と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

西
光
寺
と
法
然
上
人

鍋
谷
下
の
道
場
西
光
寺
は
今
か
ら
約

さ
れ
て
い
ま
す
。

上
人
が
十
二
月
八
日
附
け
の
勅
命
に

て
許
さ
れ
都
へ
御
帰
り
に
な
る
道
す
が

ら
、
讃
岐
の
地
に
居
ら
れ
た
間
い
つ
も

お
供
し
て
い
た
弟
子
然
慶

ね
ん
け
い

の
生
地
、
讃

岐
国
鵜
足
郡
鍋
谷
の
里
に
暫
し
憩
わ
れ

て
、
こ
こ
に
草
庵
を
建
立
し
、
阿
弥
陀

如
来
尊
像
を
安
置
せ
ら
れ
ま
し
た
。
上

人
此
の
草
庵
を

諦
観
山
西
光
寺

と
号
す
べ
し
、

と
仰
せ
ら
れ
帰

洛
の
お
り
尊
像

と
共
に
こ
の
草

庵
を
然
慶
に
賜

う
た
の
で
す
。

こ
れ
が
西
光
寺

の
創
り
で
、
時
は
承
元
二
年
（
一
二
〇

八
）
歳
も
迫
る
師
走
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）

本
願
寺
第
十
代
證
如

し
ょ
う
に
ょ

上
人
の
み
弟
子

進
藤
向
専

こ
う
せ
ん

師
に
依
っ
て
、
浄
土
宗
は
真

宗
に
改
め
ら
れ
、
大
阪
石
山
合
戦
で
は

第
十
一
代
顕
如

け
ん
に
ょ

上
人
を
た
す
け
て
多
く

の
兵
糧
を
本
願
寺
に
送
っ
て
お
り
ま
す
。

【
お
も
な
建
物
】

■
本
堂

天
保
四
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、

真
宗
寺
院
の
典
型
的
な
様
式
を
踏
襲
し

て
い
ま
す
。
建
物
内
は
仏
法
を
聞
く
場

と
し
て
、
畳
敷
き
の
大
広
間
と
な
っ
て

お
り
、
梁
や
欄
間
な
ど
は
精
巧
な
彫
刻

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
座
っ
て

み
る
だ
け
で
も
気
分
転
換
に
な
る
か
も

…
宜
し
け
れ
ば
何
時
で
も
ど
う
ぞ
。

八
百
年
前
、
浄

土
宗
の
御
開
祖

法
然
上
人
が
讃

岐
に
御
流
罪
に

な
っ
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。

法
然
上
人
が

開
き
創
め
ら
れ

た
念
仏
浄
土
宗

は
衆
生
の
機
に

か
か
わ
ら
ず
、

ど
の
様
な
者
で

も
救
わ
れ
て
い

く
道
を
説
き
示
し
、
民
衆
の
心
に
も
よ

く
浸
透
す
る
の
で
、
老
若
男
女
、
身
分

の
隔
て
な
く
多
く
人
々
が
上
人
の
許
に

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
栄

え
ゆ
く
さ
ま
を
ね
た
む
余
宗
の
者
も
多

く
、
つ
い
に
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）

二
月
、
上
人
七
十
五
歳
の
折
あ
る
事
件

を
き
っ
か
け
に
し
た
承
元
の
法
難
が
起

こ
り
、
讃
岐
の
地
に
流
罪
と
な
ら
れ
ま

し
た
。
同
年
十
二
月
の
勅
命
に
よ
り
許

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
讃
岐
の
各
地
を
巡

り
念
仏
の
浄
土
宗
を
説
き
弘
め
る
と
共

に
、
讃
岐
文
化
の
開
発
に
も
精
進
さ
れ

て
お
り
、
各
地
に
今
な
お
多
く
の
足
跡

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
柄
に
つ

い
て
は
現
在
で
も
多
く
の
方
々
が
研
鑽

■
船
屋
形
茶
室

江
戸
時
代
末
期
に
建
造
さ
れ
た
旧
多

度
津
藩
主
の
御
座
船
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
廃
藩
置
県
後
西
光
寺
境
内
に
移
し

一
部
改
造
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
昭

和
五
十
七
年
の
移
築
解
体
修
理
に
よ
っ

て
創
建
当
初
の
姿
に
復
元
さ
れ
ま
し

た
。
年
に
数
回
法
要
等
で
開
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
行
事

・
報
恩
講
・
彼
岸
会
（
春
秋
）

・
降
誕
会
・
は
じ
め
て
の
仏
教

・
虫
干
し
会
・
秋
の
法
座
　
等

・
正
信
偈
を
味
わ
う
会

毎
週
日
曜
日
　
朝
七
時
よ
り

※
挿
入
画
　
総
代
　
三
浦
　
數
一

◎
　
次
号
の
紹
介
は
聖
通
寺
で
す
。

●
冬
至
祭
（
宇
夫
階
神
社
）

・
十
二
月
二
十
日
　
星
祭

●
秋
葉
神
社
（
西
町
）

星
供
養
（
南
隆
寺
）

・
十
二
月
二
十
二
日
（
冬
至
）

・
新
年
の
息
災
、
諸
願
成
就
祈
念

●
大
祓
除
夜
祭
（
宇
夫
階
神
社
）

・
年
越
し

●
大
晦
日
除
夜
法
要
（
本
妙
寺
）

・
除
夜
の
鐘
つ
き
、
お
守
り
授
与

●
除
夜
の
鐘
（
郷
照
寺
）

・
除
夜
の
鐘
つ
き

●
除
夜
の
鐘
（
南
隆
寺
）

・
除
夜
の
鐘
つ
き

十
二
月
の
行
事
の
ご
案
内

寺
社
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑨

諦
観
山

た
い
か
ん
ざ
ん


